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　本町では、平成２３年に第５次御浜町総合計画を策定し、

「連携・協働」、「快適・健やか」、「活力・創造」の基本理念の

もと、将来像「みんなが輝く　希望と活力あるまちづくり」の実

現にむけた取り組みを進めてまいりました。

　しかし、昨今、全国的な人口減少・少子高齢化の進行や各地での地震や豪雨といった大規模災

害の発生、又、新型コロナウイルス感染症の拡大による生活習慣や価値観の急激な変化など、これ

までに経験したことのない様々な要因により、本町を取り巻く状況は大変厳しくなっています。

　特に、本町の人口減少は、今後、急速に進行することが予想され、これらの現実をしっかりと受け

止めた上で、厳しい状況の中であっても町民の皆さまの幸せな暮らしを実現し、その暮らしを守り続

けていくことが大きな課題となっています。

　このような諸課題に的確に対応し、先人の方たちが築いてこられた郷土を誇りとするとともに次世

代へ繋いでいくため、令和3年度から令和12年度までの政策ビジョンを示した「第６次御浜町総合

計画」を策定いたしました。

　この計画では、「私たちみんなが、町への誇りと愛着を大切にし、私たちみんなが、主体となって

進めるまちづくり」を基本理念に、大切にする価値観として「健康・安心」、「自立・協働」、「活力・

挑戦」を掲げ、これから１０年後の町が目指すべき将来像を「一人ひとりが幸せを実感し、『みはま』

らしく輝くまち」と定めました。

　この将来像を実現するため、施策の展開にあたっては、「誰一人取り残さない」SDGｓの視点を

新たに導入し、今後の人口減少の進行をしっかりと見据えた上で、すべての町民が希望をもって暮ら

せる持続可能な地域づくりを推進してまいります。

　町の明るい未来に向かって、町民の皆様とともに高い自治意識を持った住民が望む基礎自治体

を築くことが、「オール御浜」のまちづくりの実現に繋がるものと確信し、全身全霊をかけて取り組ん

でまいります。

　町民の皆様におかれましても、一層のご理解のもと、積極的かつ主体的なまちづくりへの参画を

お願いいたします。

　結びに、この計画の策定にあたり、様々なご意見をいただいた町民の皆様をはじめ、慎重なご審議

と貴重なご提案をいただいた総合計画審議会の委員各位、その他、計画策定に関わっていただい

たすべての皆様に心から感謝と御礼を申し上げます。

町 長 挨 拶

令和３年３月

町の概要

御浜町章

御浜町 町民憲章

御浜町の「み」を図案化したもの
で上の円形は常に平和であること
を希い全体を扇形に末広とし、限
りない発展をあらわしている。

わたくしたちは、快適な生活環境と、健全で文化的な、明るく住みよい平和な町の実
現をめざして、ここに町民憲章を定めます。

町の花
みかんの花

「年中みかんのとれるまち」にふ
さわしく、町内一円に柑橘が栽
培されており、春先になると一面
に白い花が咲き、ほのかな甘い
香りを漂わせている。

町の鳥
ホオジロ

顔に顕著な白斑があるスズメに
似た小鳥で、チッツチッツチッ
ツーチーとさえずり、俗にこれを
「一筆啓上つかまつりそうろう」
と表現されている。
松並本（クロマツ）、柑橘園等に
多く住み、声がよいことでよく知
られている小鳥である。

町の木
クロマツ

樹皮は暗黒色で厚く、亀甲状に
割れ目ができ、葉は太くて堅くオ
トコマツ、オマツ、オンマツとも呼
ばれている。
熊野灘の七里御浜海岸に沿っ
た松並本（クロマツ）は紺碧の
海と調和し、美しい景観を呈し
ている。

一、自然を尊び、健康で快適な、住みよい町をつくりましょう。
一、意欲に満ち、活力あふれる、豊かな町をつくりましょう。
一、心豊かな、ふれあいのある、明るい町をつくりましょう。
一、教養を深め、文化のかおり高い、うるおいのある町をつくりましょう。
一、人を愛し、たすけあう、平和な町をつくりましょう。




